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2 広報 

　平成１９年度一般会計予算の総額は、１８０億８千８百

万円で、昨年度に比較し３億円（１．６％）の減額予算とな

っています。 

　歳出の主な事業としては、秋田わか杉国体整備事業

費及び実行委員会補助金として４億８千１３万２千円、地

方道路整備臨時交付金事業３億１千１６５万円、市道整備

事業費２億５千万円、中山間地域総合整備事業１億百２

万円、統合小学校建設事業費１０億４千７百２４万１千円、

まちづくり交付金事業１億５千６百万円、市営住宅建設事

業１億８百９万５千円等です。 

　重点プロジェクト関連事業費は総額７百８９万８千円で、

平成１８年度補正予算分を加えると１千９百１７万８千円と

なります。 

　すでに田沢地区の空き家調査等に取り組み、平成１９

年度は、角館地区、西木地区にモデル地区を設定し、調

査範囲を拡大するとともに、「仙北市空き家情報バンク（仮

称）」を開設し、定住希望者への情報提供に努めます。 

　団塊の世代や田舎暮らしに興味のある家族等を対象に、

本市の特色を活かしたさまざまな体験を通じて、魅力を認

識していただく「スローライフモニター体験事業」を関係

機関の協力のもとに行うことにしています。 

　関係機関との連携のもとに各種の啓発事業に取り組

んできましたが、平成１９年度は「男女共同参画計画」を

策定し、基本的な取り組み方針を定め、市民へのＰＲや啓

発事業の推進に努めます。 
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　交通弱者の事故防止、飲酒運転の撲滅を最重点に、
交通事故による犠牲者を出さないよう関係機関や交通
指導隊、地区交通安全協会等と緊密な連携を図り、交通
安全啓発活動の充実に努めます。 
　全国的な凶悪犯罪の発生は極めて憂慮すべき事態で
あり、通学路の安全、安心のため学校や家庭、防犯指導
隊や防犯協会等による巡回を強化し、犯罪の未然防止
に努めます。 

　昨今の異常気象の原因と考えられている地球温暖化
対策のため、市の「地球温暖化対策推進実行計画」の
策定を進めます。 
　「汚泥再生処理センター」の建設を平成１９年度、２０
年度の２年の継続事業として実施します。 
　廃棄物処理対策として、ごみの減量に努めるとともに
資源ごみの分別収集を推進します。 

　防災計画策定後、「危機管理計画」を策定し、各種災
害に対する初動体制の確立を図り、情報収集や通信伝
達体制の整備など災害応急体制に努めます。 

　本市の自殺率が全県平均を上回っていることから、県
の「心の健康づくり・自殺予防対策モデル事業」の指定
を受け、平成１９年度から３年間、この対策に取り組みます。 

　児童手当に代表される各種経済的支援策や市立保育
園で取り組んでいる延長保育なども継続して進めるほか、
角館地区に放課後児童クラブを併設した児童館を開設し、
安全で安心できる環境を整備します。 

　本市の高齢化率は、平成１９年２月末現在３１．１２％と前
年同期より０．５４％上回り、要介護認定者は、前年同期よ
り６７人多い１，８４３人となっております。 
　平成１９年度も、関係機関が連携し高齢者ができる限り
自立した生活を送れるよう介護予防などの支援事業の実
施に努めます。 

　仙北市包括支援センターは２年目を迎え、高齢者の方々
が住みなれた仙北地域で元気に暮らせるよう、地域支援
事業の充実を図るとともに、新規事業として介護認定要
支援１、２の方を対象に介護予防プラン作成を開始し、介
護保険サービス、保健・福祉サービスを組み合わせ要介
護状態になることの予防に努めます。 

　再生計画の目標期限である平成２２年度まで可能な限
り乗車促進運動に取り組んでいきます。 
　今後、関係自治体及び関係機関と対応策を協議し、市
民の意向を十分に踏まえ、秋田内陸線の存続について、
慎重に検討していきます。 

　生活バス路線の白岩線について、バス事業者より本
年９月をもって路線廃止の協議がされています。この対応
策として、現在、予約により利用者に対応するデマンド型
バスや市民バスの運行等について、課題を整理し、「仙
北市地域公共交通会議」や地元への説明会等を通じて、
住民の理解を得ながら具体的な代替交通手段について
検討します。 

　分庁舎方式の解消や新庁舎の整備については、合併
協議時からの大きな課題ですが、平成１９年度、新庁舎整
備調査費を計上し、当面は、本庁舎方式に移行した場合
の組織機構のあり方について検討するとともに、既存の
施設の活用を含めて、本庁舎の位置、施設の規模等に
ついて調査検討を進めます。 

　地方の自治体病院の勤務医師不足が顕著になってい
る中で、市立病院でも医師確保が大きな課題です。 
　市立田沢湖病院では、日常の診療をはじめ、休日や夜
間の当直医について、非常勤医師を派遣してもらい診療
体制を整備しております。 
　今後、常勤医師の派遣について各方面に強く働きかけ
るとともに、県のドクターバンク制度などを活用し本市の
病院に勤務する意向のある医師に対し、直接面談するな
ど常勤医師確保に努めます。 

　２月末現在、現年度過年度合わせて、一般税が８５．７４％、
国民健康保険税は７２.８４％の収納率で、一般税は、前年
同期と比較して１．１％の減となっています。税の公平性、
自主財源の確保の見地から、収納率の向上は緊急の課
題であることから、２月１日付けで「仙北市市税等収納対
策本部」を設置し、収納率の向上、確保を目指し、出納閉
鎖まで全庁体制のもとに努力を続けます。 

　カヌー競技会、軟式野球競技会、
馬術競技会のほか、デモンストレ
ーション競技のデュアスロン競技
が９月から１０月に開催されます。
秋田わか杉国体を、本市の魅力
を広く全国にＰＲする絶好の機会
ととらえ、市民一丸となって大会
の成功に向けて取り組みます。 
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　「テン・ミリオン計画」を推進する施策を具体化するた
めに、「観光振興計画」を策定します。策定に当たっては、
作成委員会を組織し、観光振興に対する発展的な意見を
集約し実践に移せる内容にしたいと考えています。　 
　「テン・ミリオン計画」達成のためには、観光産業と他
産業の連携強化も欠くことのできない重要課題であり、
観光産業と他産業が有機的に連携できる体系を創りあげ、
観光消費の相乗効果を生みだすことにより、市産業全体
の底上げを図っていきます。 
　県営事業で現在着工している抱返り渓谷遊歩道が、回
顧の滝まで本年９月中に完成予定です。 
　玉川温泉と新玉川温泉を結び岩盤浴地に通じる遊歩
道は、近年崖地から落石する箇所があり、県に対し早急な
整備を強く望んでいましたが、平成１９年度県営事業によ
り着工されることが決まり、現時点では２カ年計画で施工
されることになっています。 

　ハローワーク大曲・角館管内における平成１９年３月高
校卒業者の就職内定率は、平成１９年２月現在で９２．４％
となっております。 
　本年度においても、高校生を対象とした事業所視察会
の開催や求人情報の迅速な提供などにより、市内への
就職希望者に対する就労支援に努めます。 

　市内企業・事業所の育成強化と経営の安定化に向け、
商工業者の指導団体である仙北市商工会が推進する事
業の支援に努めるとともに、仙北市中小企業振興資金融
資制度等の効果的な活用を促します。また、従業員の技
術習得や資格取得など人材の育成を積極的に支援し、
昨年制定した「産業振興条例」に基づき、本市の有形無
形の資源のＰＲに努めながら企業誘致活動を実施し、活
力ある産業の育成と雇用の場の拡大に努めます。 

　市道整備については、総合計画に基づき進めておりま
すが、今後も地域からの要望を踏まえ、危険度や緊急性
等を勘案しつつ、計画的に進めます。 
　国庫補助事業の地方道路整備臨時交付金事業として
中央線道路改良工事、観光線道路舗装工事、栃の木六
本杉線道路改良工事、田沢湖橋橋梁耐震補強工事を実
施します。また、市単独起債事業として豪雪対策、過疎対策、
辺地対策及び臨時地方道整備事業で市道改良工事を
予定しております。 

　新サービス体系への移行による一般就労などに向け
た取り組みや地域生活支援事業、さらには障害者施設等
との連携を図り、障害者の自立と社会参加の実現に向け
生活支援・福祉サービスを推進します。 

　平成１９年度
より新たな需給
調整システムへ
の移行と品目横
断的経営安定
対策の導入によ
り、一定要件を
満たす担い手に
重点をおいた取
り組みを推進します。 
　平成１８年１２月２２日に県から通知された、平成１９年
産米の仙北市の需要量については、昨年より９７トン多
い１万９千７３トンとなっています。 
　市単独による「集落営農組織設立支援事業」、「売れ
る米づくり推進事業」を実施するとともに、複合経営等へ
の支援として県事業の「目指せ“元気な担い手”農業夢
プラン応援事業」への嵩上げ助成を行います。 
　「産業連携プロジェクト」推進として、関係機関との連
携を図り、新たな食品の掘り起こしと地産地消の推進に
努めます。 
　新規事業として、農林業者が他産業と連携し、アグリビ
ジネスへの新規参入、もしくは業務拡張に取り組む場合、
支援を行っていきます。 

　家畜総合防疫事業等により安全な畜産物生産に努め
るとともに、生産基盤の確立を図るため家畜導入事業や、
強い農業づくり交付金事業による飼料生産機械の導入、
さらには大覚野牧場の活用促進による低コスト生産を推
進します。 

　森林所有者等による計画的かつ一体的な森林施業の
実施に不可欠な森林の現況調査や、その他の地域にお
ける活動に対し、森林整備地域活動支援交付金を交付
いたします。 
　都市住民と市民が森林作業を共同で行う作業体験、
市内の各学校と連携し、小中学生を対象とした森林体験
学習等を実施し、森づくりへの意識の高揚を図ります。 
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　湯量確保については昨年の１２月中に、水沢温泉の協
力により水沢温泉郷に新たな引湯を開始しており、湯量
の安定確保が図られました。 
　平成１９年度は、老朽化が著しい水沢温泉郷にある３棟
の分湯槽の改築工事を予定しています。 

　角館統合小学校建設事業は、平成１８年度に引き続き
工事を行い、平成２０年４月開校に向けて推進していきます。 
　神代小学校建設事業については、平成１９年度に基本
設計、実施設計業務を行い、平成２０年度からの工事着
手に向けて推進していきます。 

　平成１９年度の新入学児童及び生徒の予定人数は、
小学校２１５人、中学校２５９人です。 
　児童の安全、安心対策として、学校、地域の皆さま、関
係機関との連携を強化し、安心して通学できる環境を整
えます。 
　いじめ、不登校などの未然防止や早期対応のため、教
育現場の連携と家庭との連絡を図り、正面から対応する
事を徹底し、問題行動の予防と早期発見、再発防止に努
めます。 

　これまで田沢湖地区、角館地区で実施していた放課後
児童健全育成事業を、新たに西木地区の西明寺小学校
で開設する予定です。 
　生涯学習推進の今後５年間の指針となる仙北市社会
教育中期計画を策定し推進します。 

　草　家住宅の維持管理を国庫補助事業で行うとともに、
松本家住宅屋根の修繕、岩橋家下屋部分の改修工事を
予定しています。 
　天然記念物「角館のシダレザクラ」保存事業は６ヵ年
継続事業で、平成１９年度が最終年度となり、２３本の生
育環境改善工事で終了し、その実績を報告書としてまと
めます。 

　岩瀬北野線整備は、事業認可期間を１年間延長し、道
路改良等事業の早期完成を目指します。 
　まちづくり交付金事業については、平成１９年度、駅東
地区において道路、公園、多目的広場の工事を中心に事
業を推進して参ります。 

　旧角館町と旧田沢湖町の都市計画マスタープランを
見直し、総合計画を実現する具体的アクションプランとし
て「仙北市都市計画マスタープラン」の策定に着手します。 

　平成１８年度に引き続き田沢湖石神、造道、中生保内
地区、角館西野川原、上菅沢、中川原地区を整備し地域
の水質保全に努めます。 
　平成１８年度末見込みの市全体の公共下水道整備率（整
備面積÷認可面積）は５１．３％であり、水洗化可能人口も
１０，７０５人となっているものの、水洗化人口は５，９３７人、
水洗化率も５５．５％であることから、水洗化資金支援制度
の活用等もＰＲしながら水洗化の促進に努めます。 

　田沢地区では、平成１８年度より一部工事に着手して
おり、平成１９年度は処理場の建設に着手する予定です。
既存の集落排水処理施設についても適正な管理を行い、
住民の良好な生活環境の向上に努めます。 

　公共下水道事業、集落排水事業等の計画区域以外で
汚水の集合処理に適さない地域においては、合併処理
浄化槽の整備を進めます。 
　平成１９年度からは、循環型社会形成推進交付金を汚
水処理施設整備交付金に一本化し、「浄化槽市町村整
備推進事業」を進めます。 

　角館地区では、石綿セメント管更新工事を２路線と配
水管新設工事を４路線、それに浄水場の急速ろ過機設備
更新事業及び白岩簡易水道浄水場天日乾燥池等築造
事業、田沢湖地区では、石綿セメント管更新工事として導
水管敷設替と田沢及び潟簡易水道浄水場の集中監視
システム装置化事業、西木地区では、北部地区簡易水道
基幹改良事業で石綿セメント管更新工事と下桧木内地
区統合簡易水道整備事業で配水管改良工事及び北部
地区統合簡易水道整備事業で比内沢浄水場の集中監
視設備化事業を予定しています。 

角館小学校完成予想図
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毎年２月第３日曜日に無火災を祈願する西木町松葉、
相内の裸参りが２月18日に行われました。
今年は５人の若者が参加。桧木内川の清流で身を清め、
わらで編んだ「けんだい」を腰につけ、白足袋にわらじ履
きでかけ声勇ましく
集落内を走り、一気
に旭山に駆け登り、
金比羅宮に無火災を
祈願。腰の「けんだ
い」と結びひもを切
ったわらじを神木に
結えつけ、お神酒を
いただき下山しまし
た。

中里塞之神の小正月行事として伝えられ、毎年、旧暦の１月15日
に行われている「中里のカンデッコあげ」（国記録選択無形民俗文化
財・県指定無形民俗文化財）が、３月４日の夜、西木町中里集落で

行われました。
この「カンデッコ」とは、朴

ほお

の木で作
った小型の鍬

くわ

のことで、このカンデッ
コと胡桃

く る み

の木で作った男根を注連縄
し め な わ

の
両端に結んで一対にし、これを神木で
ある桂（市指定天然記念物）に豊作や縁
結び、家内安全など、その年への願い
を込めて投げ掛けます。狙いどおりに掛かると願いが叶えられると言われ、掛かった
ものをはずして栗や柿などの果樹に掛けると、多くの実を結ぶと伝えられています。
当日は、カンデッコを肩に掛けた地域の男性が神事に臨んだ後、桂のより高いとこ

ろを狙って投げ掛けました。帰るときには、桂に掛かったカンデッコを外して持ち帰
りました。

生保内地区に伝わる小正月行事「なろか」が、３月４日、市
役所田沢湖庁舎前駐車場で行われました。
当日は、時折強い風の吹く天候でしたが、正月に飾られたし

め飾りや門松などのお焚
た

き上げも無事行われ、また、なろか保
存会のみなさんにより温かいそばなどが参加者に振る舞われま
した。今年は雪不足のため雪遊びはできませんでしたが、子ど
もたちは配られた花火を楽しんでいました。
最後にホラ貝と太鼓が響き始めると、わら松明をもった方々

が会場を練り歩き、五穀豊穣と無病息災を祈願しました。
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古都保存法施行40周年を記念し、次世代に継承すべき美しい日
本の歴史的風土が良好に保存されている全国の事例を選定する
「美しい日本の歴史的風土100選」に本市角館が選ばれ、３月２日
に東京都内で認定証の交付がされました。
この選定には全国から698件の推薦があり、本県からは角館を含

む３件が推薦されました。選定では100選の他、特別枠として世界
文化遺産指定地域等に指定されている奈良県斑鳩町等47件や準100
選として北海道札幌市等116件も選定されました。
選定には、武家町の佇まいが残されていることの他、町並みを

守る会や自主防災会等地元のみなさんが積極的に保存活動を展開
している点も大きな要因となりました。
これを契機に更に歴史的風土が、地域の皆さんによって守り伝

えられ、より素晴らしいものへ育まれていくことを期待したいも
のです。

美しい日本の歴史的風土100選に角館の武家屋敷

定住人口３万人を目指して 定住対策懇談会

認定書を受け取る石黒市長

本市では昨年策定した「仙北市総合計画」で、主要課題として「定
住対策プロジェクト」を重点プロジェクトの一つとし、定住人口３
万人のまちづくりを推進しています。
これを受け、本市の定住対策を多面的に検討し定住促進に役立て

ようと、２月28日、角館町樺細工伝承館を会場に「定住対策懇談会」
の第１回会議が開催されました。
委員は公募を含む12名で構成され、平成20年度末までの任期で、

定住人口の確保、若者の定住対策、子育て支援対策、団塊の世代受
入等について審議することとしています。
今回委員に任命された方々は、下記のとおりです。（敬称略）

おめでとうございます　白寿（99歳）のお祝い
２月19日に角館町岩瀬の白旗正二さん、２月21日に角館町山谷川崎の黒澤喜一さんが99歳の白寿を迎えられ、仙

北市からそれぞれお祝いと花束が贈呈されました。

牛の世話が生きがいと元気に話す黒澤さんゲートボールやグラウンドゴルフ、鮎釣りも現役と
いう元気な白旗さん

浦山清悦（田沢・座長）・下田三千雄（白岩・座長代理）・三浦陽一（神代）・大石美貴子（小勝田）
鈴木重憲（上桧木内）・伊藤悟（生保内）・五井隆芳（小館）・村上新子（桧木内）・千葉薫（生保内）
門脇彰一（小山田）・境田幹正（下菅沢）・永山仁（西長野）



２月20日、東京都港区虎ノ門にある日本消防会館において「平成18年度消防
団地域活動表彰式」が開催されました。
全国の都道府県から24消防団が受賞され、仙北市角館消防団が武家屋敷を災
害から守るため、消防署・自主防災会・地域住民と共に文化財保護に取り組み、
貢献されていることが高く評価され、消防庁長官地域活動表彰を受賞しており
ます。
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仙北市角館消防団
「消防庁長官地域活動表彰」受賞

新舞踊民踊大賞全国大会で２部門金賞受賞

春山親交会で体育館ワックス掛け

２月24・25日の２日間、宮城県仙台市の電力ホールで行われた、第15回
新舞踊民踊大賞全国大会（日本新舞踊民踊芸能協会主催）に、近藤進さん
（田沢湖）が出場しました。近藤さんは、新舞踊個人成年の部と新舞踊団体
の部に出場し、両部門で金賞に輝きました。
５月４日には、角館町「はっぽん館」で、近藤さんの役名である「星進之

介」の花形襲名公演と銘打った大衆劇場の開催を予定しています。

左から、草薙さん、鈴木さん、佐川さん、石黒市長、高橋社長

３月２日、ボランティアで春山親交会のみなさんが
田沢交流センターの体育館に、ワックス掛けをして下
さいました。
春山親交会では、12月から３月までの間、グラウン

ドゴルフの練習を体育館で行っていることから「自分
たちができることをしよう」と、会員13人のみなさん
が参加いたしました。

ボランティアの方々が梅の木の剪
せん

定作業
３月15日、シルバー

人材センター生保内班
の方々が、ボランティ
アで生保内公園の梅の
木の剪定を行いまし
た。
当日は12名の会員が

参加し、木の若返りや
病害虫防除、開花や結
実の促進のために、老
化した枝や無駄な枝を
取り除き樹形を整える
作業を行いました。
参加者からは「これ

で綺麗な梅の花が咲く
ぞ」といった声が聞か
れました。

平成８年４月にオープンした角館温泉「花葉館」の入湯者が３月
11日、130万人に達しました。
記念の130万人目となった大仙市協和稲沢の佐川幸子さんは、花
葉館のお湯がお気に入りで、いつも花葉館を訪れ温泉を楽しんでい
る常連さんということです。
記念セレモニーとして、前後賞の大仙市栗沢の草薙利美さん、角
館町雲然の鈴木光男さんと、石黒市長、花葉館の高橋義男社長とと
もにくす玉を割って祝い、佐川さんには花束と記念品の「花葉館ペ
ア宿泊券」が贈られました。

花葉館入湯者130万人達成
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３月10日、（社）生命の貯蓄体操の本部から栗田貞子先生を講師に
迎え、角館武道館で講習会が開催されました。
日ごろ、各道場で週１回集まり、体操を実践している田沢湖会（大

石貴志子会長）の会員40名が参加しました。講習会では「丹田呼吸法」
と「氣の導引法」をつかった日本式気功養生術として、内臓のマッサ
ージができるすばらしい体操であることを実技を通して、ていねいに
じっくり学んだ一日でした。
高齢者の方など、どなたでもできる無理のない健康法です。（膝や

腰の痛い人も大丈夫）あなたも参加してみませんか。
連絡先（電話４４－２１７０大石）

体操を実践し、高齢者の方も健康に

２月23日から25日までの３日間、たざわ湖スキー場特設会場で
田沢湖高原雪まつりが開催されました。
会場には、秋田県のヒーローで子どもたちに大人気の「超神ネ

イガー」やネイガーの敵「ホジーネ」、歌舞伎でこれを演じると大
入りとなるなど縁起物とされる「連獅子

れ ん じ し

」の雪像などが作られ、
夜にはライトアップされ
ました。
24日夜には、和楽器兄

弟ユニット「安藤兄弟」
と田沢湖龍神太鼓の演奏や大仙市中仙のドンパンレディースによるドンパ
ン踊り、角館の火振りかまくら、西木町上桧木内の紙風船上げが披露され
ると観客から大きな拍手が送られました。また、ゲレンデでは幻想的なた
いまつ滑走や迫力のある火の輪くぐり、最後には花火が打ち上げられ雪ま
つりを盛り上げました。また、25日には、子どもたちに大人気の超神ネイ
ガーショーが行われ、子ども連れの家族で賑わいました。

田沢湖高原雪まつり

２月18日、仙北市体育協会（菅原
陽三会長）主催の仙北市民スキー大
会が、スノーワールドタザワで開催
され、アルペン・スノーボード（大
回転）、クロスカントリーに約130人
が出場しました。

仙北市民スキー大会

和楽器兄弟ユニット「安藤兄弟」と田沢湖龍
神太鼓のみなさん

駒ヶ岳をバックにステージ上で来場者を迎える連獅子

クロスカントリー男子・中学校部活の
部で優勝した菅原選手

当日の優勝者 ※敬称略・（ ）内は所属

アルペン男子 小学校１年◇古郡勇太（角館東小学校） 小学校２年◇酒出拓望（田
沢湖jrスキー） 小学校３年◇須田忠厚（生保内小学校） 小学校４年◇鈴木智仁
（角館jrスキー） 小学校５年◇小松葵（神代小学校） 小学校６年◇加藤清志（田沢
湖jrスキー） 中学校一般◇伊藤塁（生保内中学校） 中学校部活◇中島英（生保内
中学校） 一般Ａ◇高橋充（角館スキー連盟）一般Ｂ◇千葉隆　アルペン女子 小
学校１年◇小野凌華（生保内小学校） 小学校２年◇畠山綾音（田沢湖スポーツ少年
団） 小学校４年◇高田真衣子（田沢湖スポーツ少年団） 小学５年◇菅原由貴
（田沢湖スポーツ少年団） 中学校部活◇佐々木彩　スノーボード男子 佐々木一
弥（生保内中学校） クロスカントリー男子 小学校１年◇永山敦也（西長野小学校）
小学校２年◇菅野優人（生保内JRC） 小学校３年◇若松龍貴（上桧木内スポーツ少
年団） 小学校４年◇吉田謙也（生保内小学校） 小学校５年◇大石雅幸（神代ＸＣ
スポーツ少年団） 小学校６年◇津嶋泰正（神代ＸＣスポーツ少年団） 中学校一
般◇大石隆寛（生保内中学校） 中学校部活◇菅原一斗（角館中学校） 一般Ｂ◇鈴
木勇　一般Ｃ◇松田朝生　クロスカントリー女子 小学校１年◇茂木ほのか（西長
野小学校） 小学校２年◇鈴木雅（生保内JRC） 小学校３年◇阿部瑞姫（上桧木内
スポーツ少年団） 小学校４年◇比嘉花南美（生保内JRC） 小学校５年◇古村里
緒（桧木内ラピッツ） 小学校６年◇田口綾子（桧木内ラピッツ） 中学校一般◇嶋
村奈津美（生保内中学校） 中学校部活◇鈴木有南（生保内中学校）
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仙北市立上桧木内小学校（田口桂校長、児童
25人）の閉校式が、３月18日、同校体育館で行
われ、地域の方々や卒業生、歴代教職員など約
350人が出席しました。
設立以来、3，000人余りの卒業生を輩出して

きた上桧木内小学校が108年の歴史を閉じ、４
月から桧木内小学校と統合し、新たなスタート
を切ることになります。
閉校式では、初めに石黒直次市長が「みなさ

まにとって何事にも代え難い寂しさであり、断
腸の思いであると同時に、愛惜の念も深いもの
があると拝察いたしますが、築き上げてきた上
桧木内小学校の歴史と伝統は、末永く同窓生や
地域のみなさまの心の中に受け継がれ生き続け
るものと思います。子どもたちが新しい環境のもとで更に精進を重ね、未来を担う人材になられることをご期待申
し上げます」と式辞。また、田口校長からは「行事にも一丸となって取り組み、少人数とは思えない感動的な一瞬を
演出してくれました。そういう子どもたち、そして保護者、地域の方々と時と場所を同じくさせていただいた私た

ち職員は本当に幸せでした」と、あいさつがありました。
来賓のあいさつに続き、この14日に卒業した６年生５人

と１年生から５年生まで20人、
計25人の児童が「上桧木内小学
校ありがとう」と題して、一人
ひとりが上桧木内小学校での思
い出や感謝の言葉を述べ、最後
に、参加者全員で校歌を斉唱す
ると、こらえきれずに涙を拭う
人の姿も見られました。

教室には、学校行事を撮影した懐かしい写真や思い出の品
などが展示され、当時を思い出すかのように見入っていまし
た。また、グラウンドでは「上桧木内小学校閉校記念 108年
間ありがとう」のロゴが入った紙風船があげられ、参加者は
いつまでも見つめていました。

108年間ありがとう
上桧木内小学校閉校式

「上桧木内小学校ありがとう」で発表する児童25人

上桧木内小学校閉校記念実
行委員会の鈴木重蔵委員長

「108年間ありがとう」と書かれた紙
風船が舞い上がりました

こらえきれずに涙を拭う参加者

地域の方々や卒業生、歴代教職員を前にあいさつする田口校長

懐かしい写真を見入る参加者
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３月３日（土）、厳粛さと華やかな雰囲気のなかで、平成18年度（第59期）卒業生114名が学舎を巣立っていき
ました。卒業生の進路状況は表の通りです。
進路担当者によると、今年度の進路の特色は　①大学進学者の割合増　②就職内定率100％達成　③県外就

職者数の割合増　④10数年ぶりに自衛隊合格者がでたこと　と分析しています。仙北市出身の就職希望者16名
は地元企業に８名、県内に２名、県外に６名就職となりました。
卒業生が後輩にあてた合格体験記から、その一部をご紹介いたします。

○医療に携わる職業に就くことは幼い頃からの私の夢でした。怪我をして病院へ行
った時に診療放射線技師という職業を知り興味を持つようになりました。また、私
は親に負担をかけずに勉強することができる就職進学を希望していました。……家
に結果が届いたのは夜の７時でした。緊張して震える手で封筒を開けた瞬間、合格
という文字が見えました。このときの嬉しさは一生忘れないと思います。就職進学
をするためには、２つの受験を乗り越えなければなりません。そして、決まってか
らが本当に大変だと思います。しかし、最後までやり遂げた時、大きな達成感が得
られ、自信にもつながると思います。自分の夢に向かって頑張って下さい。

○私は中学生の頃に身体が弱い祖父の身の回りの世話をしたことがきっかけで介護
福祉の仕事に就きたいと考えるようになりました。……合否が決まるまでの２週間
は、心臓が破裂するかと思うくらい不安でした。合格発表当日、職員室に行き先生
から合格したことを知らされ、周りにいた先生方からも「おめでとう」と言われ、安
心と嬉しさのあまり泣いてしまいました。私はこの時の気持ちを絶対に忘れません。
…介護福祉と聞いて、高齢者の世話と思う人も多いでしょう。しかし、介護福祉と
は生活に支障がある人の援助です。高齢者だけでなく、赤ん坊なども対象となるの
です。私はこの受験の苦しさ、合格の喜びを胸に多くの人々と日常生活を共に歩み
たいと思っています。

（２月～３月） 

※奈良県・大阪府からも頂いております。 
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新潮社から学習資料館へ寄贈されました図書を紹介します

「すべてを否定しない生き方」
雅楽以外の分野でも幅広く活躍している著

者が、ふだん考えていることを語ります。男
の生き方や雅楽の世界まで、幅広い世界が広
がっていきます。

（東儀秀樹著　ロングセラーズ）

「いちごとおひさま」
太陽がでてこないので、いちごたちは赤

くなれません。そこで、みんなでおひさま
の家を探しに行くことにしました。いちご
たちの表情がかわいい絵本です。

(真木文絵著　　学習研究社)

●最後の職人伝（塩野米松）
●戦場のニーナ（なかにし礼）
●チエちゃんと私（よしもとばなな）
●カレーの雑学（井上岳久）
●小児科を救え（千葉智子）
●かげろう（藤堂志津子）
●きれいは楽しい（嶋田真理子）
●ことばの宝箱（押阪忍）
●下流志向（内田樹）
●これで失敗しない家庭菜園（藤田智）

学習資料館からお知らせ
【新着ＡＶ紹介】
アニメ　　◎ドラえもん「のび太の日本誕生」「のび太の創生日記」「のび太と銀河超特急」計３巻

◎「ちびまる子ちゃん全集」全10巻
映　画　　◎「北の零年」 ◎「父と暮らせば」 ◎「博士の愛した数式」

◎「ハリー・ポッターと炎のゴブレット」
貸出をしております。

◆花宵道中（宮木あや子）
◆ほしいあいたいすきいれて（南綾子）
◆ミハスの落日（貫井徳郎）
◆ティッシュペーパー・ボーイ（有吉玉青）
◆九月の恋と出会うまで（松尾由美）
◆青に候（志水辰夫）
◆ひらがな日本美術史　７　（橋本治）
◆京都夢幻記（杉本秀太郎）
◆五〇〇〇年前の日常（小林登志子）
◆片目の猿（道尾秀介）
◆火の旅（日和聡子）
◆わたしたちに許された特別な時間の終わり（岡田利規）
◆風は山河より　第四巻　（宮城谷昌光）
◆落葉　他12篇（ガブリエル・ガルシア＝マルケス）
◆たちの悪い話（バリー・ユアグロー）
◆ナンバー９ドリーム（デイヴィッド・ミッチェル）
◆映画でクラシック！（西村雄一郎）
◆石の肺（佐伯一麦）
◆日本語は天才である（柳瀬尚紀）
◆おさるのサヤカはお母さん（河野光治）
◆氷上の光と影（田村明子）
◆今すぐ乗りたい！「世界名列車」の旅（櫻井寛）
◆哲学者というならず者がいる（中島義道）
◆阿川弘之全集　19巻　（阿川弘之）
◆不動心（松井秀喜）
◆ミサイル防衛　（能勢伸之）
◆新書で入門　ジャズの歴史（相倉久人）

２日（月）９日（月）16日（月）
23日（月）29日（昭和の日）
30日（月）

◆ワインと外交（西川恵）
◆ＣＤ　花の名前／かわうそ（向田邦子）
◆ＣＤ　だらだら坂／大根の月（向田邦子）
◆ぬるい眠り（江國香織）
◆ 14歳の本棚（北上次郎篇）
◆明治天皇〈一・二〉（ドナルド・キーン）
◆夜は満ちる（小池真理子）
◆欲しいのは、あなただけ（小手鞠るい）
◆アルツハイマーを知るために（佐藤早苗）
◆恋愛小説（新潮社編）
◆エトロフノ恋（島田雅彦）
◆ロリヰタ。（嶽本野ばら）
◆瑠璃色の石（津村節子）
◆食べる女（筒井ともみ）
◆ジャンピング☆ベイビー（野中柊）
◆秘密の花園（三浦しをん）
◆マイ・ストーリー（山本容子）
◆心に緑の種をまく（渡辺茂男）
◆大統領特赦〈上・下〉（ジョン・グリシャム）
◆氷の城で熱く抱いて〈上・下〉（サンドラ・ブラウン）
◆毒魔（Ｇ・Ｍ・フォード）
◆蒼天の拳　16 （原哲夫）
◆レストアガレージ251 22（次原隆二）
◆コンシェルジュ　８　（いしぜきひでゆき）
◆火災調査官ナナセ　６　（橋本以蔵）
◆アキハバラ＠ＤＥＥＰ　５　（石田衣良）
◆グ・ラ・メ！　１　（西村ミツル）
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　今年の広報せんぼく１月号に、「田沢湖の近藤進さん。全国股旅舞踊
大会初のダブル優勝」という記事が掲載されました。この舞踊民舞教室に
集まったのは、この記事を読み、地元にこんな素晴らしい人がいるならばと
立ち上がったメンバーです。 
 　近藤先生の大胆で華麗な踊りに、最初は只々魅入っていただけのメン
バーも練習を始めて早３ヶ月目。上達とはいえませんが、大分体が動くよう
になってきました。 
 　健康のため、美容のため、趣味のため…目的は色々ですが、今は毎週
１回の練習を楽しみにしています。 
 　来月５月５日（土）、角館はっぽん館にて発表会を行います。直前まで練
習を積み、精一杯踊りますのでどうか皆さん見に来てください。 
 　また一緒に踊る参加者も随時募集しています。 
 　参加希望者及び発表会の問合せは、西野(４３-１１６１)までお願いします。 

　元々田沢湖公民館主催で実施して
いた活動ですが、自主活動として独立
しました。現在は毎週水曜日、田沢湖総
合開発センターを会場に活動しています。 
　現在の参加者は１３人。初心者から
ベテランまで和気藹 と々した雰囲気です
が、一つ一つ丁寧に縫い合わせ、しっ
かりとした洋服などを完成させています。 
　夏場は家の仕事が忙しいという参加
者が多いため、冬場中心の活動となっ
ています。そのため今季はまもなく解散
となりますが、また来冬には元気に集ま
って活動を始める予定です。 
　参加を希望される方は、藤田（４３-１２６４）
までお願いします。 

　３月１１日に角館広域交流センターで実施された「巻き寿司
と寒天作り講習会」では、講師から材料の割合や巻き方のコ
ツなど、家庭で楽しみながら作れるアイデアを教えていただき
ました。参加者の方からは、「これからの行楽の季節に子ども
と一緒に作ってみたい」という感想も聞かれました。 
　今回の講座には１００人を超える市民の皆様からの参加申
し込みがあり、電話がつながらず大変ご迷惑をおかけいたし
ました。角館公民館では、今年
度はできるだけ早い時期に何
回か「巻き寿司講習会」の講
座を行いたいと考えております。
時期や場所につきましては広
報やナビでお知らせいたしま
すので、よろしくお願いいたし
ます。 

　1960年から始まったベルマーク運動に、公民館も参加出
来るようになりました。これにより、市内の３公民館（田沢湖・
角館・西木）でもベルマークを集めます。 
　ベルマーク運動は、活動の一部がへき地学校や養護学校
等に教育援助資金として寄付される、社会的に非常に優れ
た運動です。 
　皆様のご協力をお願いします。 

 ２月２７日（火）、かたくり館を会場に「男
の料理教室」が開催されました。今年
は暖冬ですが、鍋の季節にちなみ「鱈
鍋」と「タコのしゃぶしゃぶ」を作りました。 

　鱈鍋用あわせ味噌の
味や作り方に関心したり、
しゃぶしゃぶ用のタコを、
刺身並みの厚さに切っ
てしまったりしながらも、
無事に？調理は終了。
味も抜群でした。 
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③ 自己負担限度額（月額） 
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　軽自動車税の納期限は、５月１日です。
期限内に忘れずに納めましょう。 
　納税通知書は４月１９日ごろの発送予
定です。 
　身体障害者手帳等を受けている方は、
その障害の区分及び程度により減免制
度がありますので、納税通知書が届い
てから４月２４日までに申請してください。 
■減免申請受付場所：仙北市役所税
　　務課、角館・西木両地域センタ－、
　　各出張所 
■申請に必要なもの：減免申請書（減
　　免申請受付場所にあります）、運
　　転免許証の写し、車検証の写し、
　　身体障害者手帳の写し、印鑑、軽
　　自動車税の納税通知書 
■問合せ：仙北市税務課市民税係 
　　　　　　　　　TEL（４３）１１１７ 

　市税務課では、平成１９年度固定資
産税の課税の基礎となる価格や課税
内容などを前もって知ってもらうため、土
地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧、固定
資産課税台帳の閲覧を次のとおり行い
ます。 
　手数料は、縦覧期間中であれば、縦覧・
閲覧とも無料です。 
■縦覧期間 
　４月１日（日）～５月３１日（木） 
　８：３０～１７：００（土、日、祝日を除く） 
■縦覧場所 
　・市税務課（田沢湖庁舎）              
　・角館地域センター総合窓口課 
　・西木地域センター総合窓口課 
　※閲覧については市税務課、角館
　　地域センター総合窓口課、西木地
　　域センター総合窓口課、神代、田沢、
　　桧木内、上桧木内各出張所 
■問合せ： 
　仙北市税務課　固定資産税係 

TEL（４３）１１１７ 

　秋田県では、公益の増進を目的として、民間の自発的な活動と地域づくりに
関する取り組みや活動に資金を交付します。 

■ボランティア・市民活動支援助成金【ボランティア資金】 

■元気なふるさと秋田づくり活動支援事業【元気あきた資金】 

事業名 活動内容 助成対象経費 限度額 

事業名 活動内容 助成対象経費 限度額 

調査・研究事業 

器材整備事業 

県外の先進地の
活動を調査・研究 
（１団体３人まで） 

研修会等参加負担
金、宿泊旅費、報
告書作成費　ほか 

散水機、プランター 
教材類　ほか 

活動に必要な器
材購入（個人的に
使用するものや消
耗品は除きます） 

２００，０００円 

２００，０００円 
（３年に１回） 

イベント等 

※予算の状況によっては今年度最後の募集となりますので、秋以降の事業も応募して 
　ください。 
※同一年度内の助成は一団体につき一事業のみです。 
■募集期限：５月１０日（木） 
■申込、問合せ：仙北地域振興局　地域企画課 
　　　　　　　大仙市大曲上栄町１３－６２　 TEL０１８７（６３）５１１４  
　　　　　　　ホームページ  http://www.pref.akita.lg.jp/npo/

講演会等 

地域に根ざした新た
なイベントを立ち上げ
たり、既存のイベント
をパワーアップしたい 

会場使用料、パンフレ
ット等作成費、通信運
搬費、事務機機リース
料、消耗品　ほか 

講師謝礼金、講師
旅費、資料作成費、
会場使用料　ほか 

地域のあり方を考
えるための学習会
などを開きたい 

事業費の１／２以内 
但し、限度額は 
１，０００，０００円 

２００，０００円 

 H１７・１８年度に助成を 
受けた団体は対象外 
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■問合せ：仙北市社会福祉協議会　TEL（５２）１６２４／FAX（５５）１８１５ 

４月  ５日（木）　１３：００～１６：００ 
４月１２日（木）　１３：００～１６：００ 
４月１９日（木）　１３：００～１６：００ 

４月２６日（木）　１３：００～１６：００ 

４月  ４日（水）　１３：００～１６：００ 
４月１８日（水）　１３：００～１６：００ 
４月１１日（水）　１３：００～１６：００ 
４月１６日（月）　１０：００～１２：００ 

※どの地域の会場でも相談に応じます。 

■募集期限：４月１３日（金）まで 

※入居時に月額家賃の３ヶ月分の敷金を納付していただきます。 
※暖房器具は屋外給排気式（ＦＦ式等）又は電気ストーブを使用していただきます。 
※申込は１世帯１戸限りです。 

■募集住宅： 

住　宅　名 住　　　　所 

角館町菅沢４２－６１ ２ＬＫ 
３階建の 
　３階部分 

１５,６００円から 
　　　　２５,９００円 
　（所得額による） 

１６,３００円から 
　　　　２７,１００円 
　（所得額による） 

３５,０００円 
（駐車料金１台分含む） 

３階建の 
　２階部分 

２階建の 
　２階部分 

３ＤＫ 

２ＬＤＫ 

駐車場なし 

駐車場なし 

１,０００円 
（２台目より） 

角館町菅沢４６－１ 

西木町 
桧木内字松葉２４７－３ 

規　格 階　　数 月　額　家　賃 月額駐車料金 

■入居資格 
　　次の①～④までの条件にすべてあてはまること。但し、松
　葉住宅については①及び②の条件を付さない。 
　　①現に同居し、又は同居しようとする親族（婚姻の届出
　　　をしないが事実上婚姻関係と同様の事情にある者そ
　　　の他婚姻の予約者を含む）があること。又は、単身者
　　　の場合６０歳以上であること。 
　　②月額所得が２００,０００円以下であること。但し、小学校
　　　就学前の子供がいる世帯は２６８,０００円以下であること。 
　　③現に住宅に困窮していることが明らかな者であること。 
　　④市税を滞納していない者であること。 

■申込方法 
　　申込書に必要事項を記入し必要書類を添えて、
　募集期間内に提出すること（当日必着）。 
◇提出先及び申込書設置場所 
　西木庁舎 都市整備課、田沢湖地域センター 
　地域振興課、角館地域センター地域振興課 
◇添付書類 
　①入居希望者の住民票謄本１通（省略事項の無
　　いもの・婚姻予定者等は各１通） 
　②入居希望者全員の所得証明書各１通（学生は
　　除く）又は市県民税世帯証明書 
　③入居希望者全員の前年度分納税証明書各１
　　通（学生は除く） ■選考方法 

　　応募者多数の場合、書類審査のうえ公開抽選を行います。 
　◇抽選日時・・・４月２０日（金）午前１０時 
　◇抽選場所・・・西木庁舎　開発センター２階　農林研修室 
■入居時期：５月１日（火）から入居可能です。 

■問合せ：仙北市 建設部 都市整備課 
住宅公園係　　TEL（４３）２２９５ 
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氏名 保護者 住所 氏名 年齢 住所 
あ　ん　り 

　は　る　な　 

か　　　な 

ゆ　　　あ 

ゆ　　　な 

あ　さ　き 

か　　　お 

き　　　り 

　　　　あ　ん　な　　　　 

そ　う　た 

そ　　　ら 

み　さ　き 

ま　　　ゆ 

　　　　 

りょう　ま 

　　　　さや 



日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

【実施場所】 （田）…仙北市田沢湖健康増進センター　（角）…仙北市健康管理センター 
（西）…西木保健センター　（神）…仙北市就業改善センター 
（桧）…桧木内地区公民館　（紙）…紙風船館　（西地）…西木地域センター 

◎健康教室（体力測定他）（角） 
◎1歳6ヶ月児・3歳児健診（対象：H17．9月生／H15．8～9月生）（田） 

◎健康教室（体力測定他）（角） 
◎1歳6ヶ月児・3歳児健診（対象：H17．9月生／H15．8～9月生）（神） 

◎母子手帳交付（田） 

◎田沢湖刺巻湿原ミズバショウまつり（～5/5） 

◎かたくり群生の郷（～5/3） 

◎子ども開放日（角）　◎母子手帳交付（角） 

◎健康教室（気功体操）（角） 
◎予防接種（ポリオ生ワクチン）（田） 

◎献血 
◎乳児健診（対象：H18．6～7月・11～12月生）（田） 

◎母子手帳交付（西） 
◎予防接種（ポリオ生ワクチン）（角） 

◎ピッカブー赤ちゃん会（角館交流センター） 
◎予防接種（BCG・三種混合）（田） 

◎健康教室（3B体操）（角）　◎角館の桜まつり（～5/5） 
◎2歳6ヶ月児歯ッピー教室（対象：H16．8～10月生）（田） 

◎子ども開放日（角）　◎母子手帳交付（角） 
◎予防接種（BCG・三種混合）（西） 

◎予防接種（BCG・三種混合）（神） 

◎乳児健診（対象：H18．12月生）（角） 

◎乳児相談（対象：H18．4月・8月・9月生）（田） 

◎2歳6ヶ月児歯ッピー教室（対象：H16．8～10月生）（神） 

◎乳児相談（対象：H18．4月・9月生）（角） 

◎健康教室（気功体操）（角） 
◎予防接種（BCG・三種混合）（角） 

◎献血 
◎乳児健診（対象：H18．6～7月・11～12月生）（西） 

◎2歳6ヶ月児歯ッピー教室（対象：H16．8～10月生）（西） 

　子宮がん・卵巣腫瘍・乳がん、肺がん検診を病院で希望さ
れる方は、申し込み、検診場所は「市立角館総合病院」です。 

【対象年齢】 
○子宮がん・卵巣腫瘍検診…２０～３９歳までの女性（毎年検診） 
　　　　　　　４０歳以上で、平成１９年度中に偶数年齢に
　　　　　　　なる女性（２年に１回の検診） 
○乳がん検診…４０歳以上で、平成１９年度中に偶数年齢に
　　　　　　　なる女性（２年に１回の検診） 
【日程】　５月８日～７月　９月～１１月　月曜・木曜（週２回） 
　※ １日に検診できる人数　８人程度 
　※ 生理終了直後をお勧めします。 
【検診当日の受付時間】　１２：００～１２：３０ 
【検診料金】　子宮がん・卵巣腫瘍検診　　　１，３００円 
　　　　　　　乳がん検診　　　　　　　　　７００円 

（国保加入者、７０歳以上、生保受給者は無料） 

【対象年齢】　４０歳以上 
【日程及び時間】　５月８日～７月　９月～１０月 
　　　　火曜・金曜　受付　１５：００～１６：００ 
　　　　　　　　　  検診　１５：００～１７：００ 
　　　　月曜・木曜　受付　１７：００～１８：００ 
 　　　　　　　　　検診　１７：００～１９：００ 
【検診料金】　２，０００円 

（国保加入者、７０歳以上、生保受給者は無料） 

　田沢湖地区、西木地区、角館地区のどなたでも検診を受
けることができます。ただし、田沢湖地区、西木地区で行う
検診車による集団検診と両方を受けることはできませんので、
ご注意ください。 

　１８年度に検診対象であった方で、申し込んでも病院の
都合により受診できなかった方は、直接市立角館総合病
院にご相談ください。 

　マルチスライスCTによる検診です。これは、市立角
館総合病院が全県に先駆けて導入したもので高精
度の検診が可能です。１人２０秒以内で検診ができます。 

　市立角館総合病院に直接お申し込みください。 
　※検診対象者調べに記入しただけでは、申込みになりま
　　せんので、ご注意ください。 
《予約受付期間》 
　子宮がん・卵巣腫瘍検診・乳がん検診 
 　　　　　　　　 　４月３日～１１月２９日 
　肺がん検診　　　　 ４月３日～１０月２９日 
《予約受付時間》 　９：００～１５：００ 
《予約、申込》　　 　市立角館総合病院　総務企画課 

TEL（５４）２１１１ 
　※電話でお申込の際は、最初に｢仙北市の検診です｣と
　　話し、検診名・氏名・生年月日・住所・保険種別を伝え
　　てください。 
　　外来では受け付けておりませんので、ご注意ください。 

（６月のみ） 
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平成19年３月20日に秋田岩手広域地域連携観
光交流推進協議会（仙北市、北秋田市、雫石町）
主催の、地域きらめき写真コンクール審査会が
樺細工伝承館にて行われました。
観光資源に恵まれたこの地域の魅力あふれる

写真を募集したところ、全国から189点の応募が
あり、いずれ劣らぬ力作揃いの作品に審査員た
ちは頭を悩ませつつ、最終的に23点の入賞作品
を選びました。最優秀賞及び優秀賞３点の受賞
者及び作品は次のとおりです。

最優秀賞（秋田岩手広域地域連携観光交流推進協議会長賞）
「咲き誇る」熊谷仁志（秋田市）

優秀賞（北秋田市長賞）
「錦秋の太平湖」岩谷眞（岩手県）

優秀賞（仙北市長賞）
「冬の湯治場」高橋幸治郎（仙北市）

優秀賞（雫石町長賞）
「夕映えの一本桜」大坪時次郎（岩手県）


